
R2.10.15現在 

大阪広域水道企業団議会「議員定数」に関するアンケート調査結果（概要） 

区分 団体数 市町村名 主な意見 

構成団

体全て

に議席

配分す

べきと

考える 

３６ 

＜議員選出団体＞ 

岸和田市、吹田市、泉大津市、

貝塚市、守口市、枚方市、八

尾市、富田林市、寝屋川市、

河内長野市、松原市、大東市、

箕面市、柏原市、門真市、東

大阪市、泉南市、四條畷市、

大阪狭山市、阪南市、豊能町、

熊取町、田尻町、岬町、太子

町、千早赤阪村 

 

＜議員未選出団体＞ 

高槻市、和泉市、羽曳野市、

高石市、藤井寺市、交野市、

島本町、能勢町、忠岡町、河

南町 

【議席配分】 

・住民の意見を反映するため、全構成団体に発言権、

議決権が必要と考える 

⇒大東市以外 

・まとまらないので妥協案として１団体１議席 

⇒大東市 

・今後も統合団体が増加し府域一水道を進めること

を踏まえ１団体１議席 

⇒吹田市、枚方市、八尾市、寝屋川市、箕面市、門

真市、四條畷市、高石市、藤井寺市 

・全ての統合団体に配分すべき 

⇒柏原市、泉南市、熊取町、河南町 

・公平を期すため、加配はしない 

⇒岸和田市、寝屋川市（加配の検討は否定しない）、

箕面市、泉南市、岬町、太子町 

・人口や受水量等の理由に応じて加配してもよい 

⇒河内長野市、大東市、柏原市、門真市、東大阪市、

四條畷市、大阪狭山市、高槻市、羽曳野市、高石市

（現状は必要と考えていない） 

 

【議会運営費】 

・議員報酬は無報酬でよい 

⇒岸和田市 

・議員定数が増えても議員報酬を削減するなど現行

の予算内でおさめるべき 

⇒貝塚市、枚方市、八尾市、富田林市、河内長野市、

松原市、柏原市、門真市、泉南市、四條畷市、大阪

狭山市、阪南市、豊能町、熊取町、太子町、和泉市、

羽曳野市、島本町、能勢町、忠岡町 

・議員報酬は、日数に応じて支給されるもので経営へ

の影響は少ないと考えられることや大阪府後期高

齢者医療連合との整合を図る観点から現在の報酬

額でよい 

⇒吹田市、箕面市、田尻町 

・議員定数増による議会運営費の増加は、一定期間に

おいてはやむを得ない 

⇒高石市 

・議場は大阪府議会や企業長の所属する庁舎又は行

政施設等を使用するなど経費節減に努めるべき 

⇒泉大津市、河内長野市、箕面市、門真市、東大阪

市、泉南市、四條畷市、阪南市、太子町、藤井寺市、

島本町、河南町 

・オンライン会議等の活用による経費削減 

⇒富田林市、島本町 

 

別紙 4-1 新 



区分 団体数 市町村名 主な意見 

構成団

体全て

に議席

配分す

べきと

考えな

い 

６ 

＜議員選出団体＞ 

堺市、豊中市、池田市、茨木

市、摂津市 

 

＜議員未選出団体＞ 

泉佐野市 

 

・企業団議会は、そもそも水道行政における広域行政

を担う企業団の議会として設置されており、広域的

視点で議論すべき 

⇒堺市 

・水道料金に係る議案について、当該団体の議員が未

選出であれば意見が反映できないというが、全構成

団体の首長が参加する首長会議で審議され、議案と

して議会に提案される前に当該団体では調整済み

である 

⇒堺市 

・議員の定数配分については、現在まで何度も協議さ

れ、その上で現行の定数と配置基準となっているた

め、現行のままでの対応が最善と理解している 

⇒茨木市 

・１団体１議席が望ましいと考えるが、議員定数を大

幅に増やすことは理解が得られにくい 

⇒豊中市 

・統合団体には優先的に配分すべき 

⇒豊中市 

・１団体１議席が望ましいと考えるが、大阪府後期高

齢者医療連合の議員定数（20人）と比べ著しくかけ

離れる 

⇒泉佐野市 

 

その他

の意見 
― 

＜議員選出団体＞ 

茨木市、富田林市、東大阪市、

田尻町、太子町 

 

＜議員未選出団体＞ 

能勢町 

・一部の議員から１団体１議席が理想という意見あ

り 

⇒茨木市 

・（普通地方公共団体の）議員定数の削減と企業団議

員の定数は比べる類のものではない 

⇒富田林市 

・議員定数等調査委員会で最終的な合意形成に至る

よう配慮願う 

⇒東大阪市 

・大阪市との統合を再検討してもよいのではないか

⇒田尻町 

・府域一水道をめざし、府内統一料金を実現してほし

い 

⇒能勢町 

 

 ※網掛部分は、統合団体（Ｒ３年度当初統合団体及び能勢町（Ｒ６年度統合）含む） 

  


